






















rajeupに含まれる成分
5-デアザフラビン（5-Deazaflavin）
5-デアザフラビンは、ビタミンB2に似た構造をもつ成分で、細胞の中でエネル
ギーづくりを助ける働きが期待されています。よく知られているNMNは、体の中
で別の成分に変わってから働く「材料」のような成分ですが、5-デアザフラビン
は、より直接的に細胞の発電所であるミトコンドリアを⽀える点が特徴です。ミ
トコンドリアの働きが保たれることで、年齢とともに低下しやすいエネルギー代
謝の維持に役⽴つ可能性があります。また、細胞の若々しさや修復⼒に関わる仕
組みを助ける可能性も報告されています。

レスベラトロール（Resveratrol）
レスベラトロールは、ブドウの⽪や⾚ワインなどに含まれる植物由来のポリフェ
ノールです。抗酸化作⽤だけでなく、細胞に働きかけて、体が本来持っている防
御⼒や修復⼒を引き出したり、細胞のメンテナンスを助けたりすることが知られ
ています。また、体の中の慢性的な炎症を抑える働き、⾎管の健康を⽀える働き
なども報告されています。⼈を対象にした研究は⽐較的多い成分ですが、体に取
り込まれてもすぐに分解されやすいため、他の成分と組み合わせて働きを補う設
計が重要です。



rajeupに含まれる成分
エルゴチオネイン（Ergothioneine）
エルゴチオネインは、キノコや発酵⾷品などに含まれるアミノ酸に似た成分です。
⼤きな特徴は、この成分を必要な場所へ運ぶ仕組みが既に備わっており、脳、肝
臓、腎臓、⾎液、⾎管など、酸化ストレスを受けやすい場所に届きやすいと考え
られている点です。働きとしては、体内で発⽣する酸化の原因を直接抑えるだけ
でなく、体が本来持っている防御システムを助ける可能性があります。また、年
齢とともに体内量が減少しやすいことや、体内量が少ない⼈では、認知機能や⼼
⾎管の健康との関連が報告されています。そのため、「⻑寿ビタミン」として注
⽬されています。

3成分連携の意義︓「細胞のエネルギーと防御⼒を⽀える組み合わせ」
この3成分は、それぞれ違う⾓度から、年齢とともに低下しやすい細胞の働きを⽀
える組み合わせです。5-デアザフラビンは、細胞の発電所であるミトコンドリア
を直接⽀え、エネルギーづくりを助ける役割があります。レスベラトロールは、
細胞の防御⼒や修復⼒を引き出し、体が省エネでメンテナンスしやすい状態を保
つように働きます。そこにエルゴチオネインが加わることで、エネルギーを作る
過程で発⽣しやすい酸化を抑え、脳・⾎管・神経などを守る⽅向に働きます。つ
まり、5-デアザフラビンが「エネルギーづくり」、レスベラトロールが「細胞の
保護・調整」、エルゴチオネインが「酸化抑制」を担うことで、単独よりもバラ
ンスの取れた健康維持サポートが期待できます。

有名な管理栄養⼠のコメント


